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で
実
習
や
講
義
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
七

月
か
ら
授
業
時
間
を
通
常
に
戻
し
ま
し
た

が
、
長
梅
雨
や
そ
の
後
の
猛
暑
で
熱
中
症
等

が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
学
生
、
訓
練
生
と
も

に
、
元
気
に
農
業
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
な
ど
、

様
々
な
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
着
実
に
自
信

を
深
め
て
き
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。 

近
年
は
果
樹
を
希
望
す
る
学
生
が
多
く
、

今
年
度
は
養
成
科
新
入
生
三
十
名
の
う
ち
十

九
名
が
果
樹
学
科
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の
栽
培
部
門
へ
就
職

す
る
学
生
も
増
え
る
な
ど
、
学
生
の
状
況
も

時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
お
り
ま
す
。 

職
業
訓
練
農
業
科
で
も
、
こ
こ
数
年
、
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
人
気
に
合
わ
せ
果
樹
コ
ー

ス
の
応
募
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

農
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
、
本
年
度
、
総

勢
百
十
八
名
に
及
ぶ
学
生
・
訓
練
生
を
受
け
入

れ
、
将
来
の
本
県
農
業
・
農
村
を
支
え
る
人
材

の
育
成
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
誠

に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
、
本
校
の
運
営
に
対

す
る
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
校
は
今
年
、
農
業
大
学
校
と
し
て
創
立
五

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
年
度

内
に
記
念
式
典
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
、
一
年

延
期
す
る
こ
と
と
し
、
鈴
木
会
長
に
も
ご
承
諾

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
四
年
度
か
ら
の
林
業
に
関
す
る

学
科
の
新
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
更
な
る
農
業
大
学
校
の
充
実
強
化
に
向

け
て
、
今
後
も
引
き
続
き
様
々
な
面
で
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

          

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

 

同
窓
会
活
動
の
強
化
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同
窓
会
長 

鈴
木
幹
夫 

 
 

  

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎

え
、
本
県
農
業
の
発
展
に
も
追
い
風

が
吹
く
も
の
と
、
大
い
に
期
待
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
令
和
二
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
加
え
、
長
梅
雨
や
そ
の

後
の
猛
暑
な
ど
、
異
常
気
象
に
悩
ま

さ
れ
る
日
々
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

山
梨
県
の
新
規
就
農
者
数
（
自

営
就
農
＋
雇
用
就
農
）
は
、
平
成
二

十
八
年
度
よ
り
連
続
し
て
三
百
人

を
超
え
る
と
と
も
に
、
こ
こ
十
年
は

新
規
就
農
者
の
増
加
傾
向
が
続
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

農
業
大
学
校
は
、
平
成
二
十
年

度
の
専
門
学
校
へ
の
再
編
以
降
、
入

学
希
望
者
が
定
員
を
上
回
る
状
況

に
あ
り
、
本
県
農
業
の
重
要
な
担
い

手
養
成
機
関
と
し
て
、
年
々
そ
の
役

割
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

母
校
の
学
舎
で
希
望
を
抱
き
な

が
ら
農
業
を
志
す
、
意
欲
に
あ
ふ
れ

る
多
く
の
若
者
の
姿
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
Ｏ
Ｂ
の
一

人
と
し
て
大
変
心
強
く
思
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

母
校
は
昭
和
四
十
六
年
に
農
業 

大
学
校
と
し
て
開
校
し
、
今
年
、
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
の
式

典
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
延
期

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
来
年

度
に
は
盛
大
に
開
催
出
来
る
こ
と
を

祈
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
は
林
業
の
担

い
手
を
育
成
す
る
学
科
が
設
置
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
同
窓
会
と
し
て
も

農
業
大
学
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

て
様
々
な
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
を
頂
く

中
で
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

魅
力
あ
る
農
業
大
学
校
に
向
け
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中
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正
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同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農

業
大
学
校
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
多

大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
入
学
式
を
実

施
で
き
ず
、
一
ヶ
月
間
の
休
校
の
後
、

五
月
の
連
休
明
け
か
ら
実
習
を
中
心

に
授
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
が
、
感

染
防
止
対
策
の
た
め
、
授
業
時
間
の
短

縮
や
広
い
教
室
の
利
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
実
施
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

職
業
訓
練
農
業
科
で
は
年
間
授
業

日
程
を
約
一
ヶ
月
先
送
り
す
る
な
か 



 

 

 

 

 

 

オンライン授業の様子 

 

 

 

 
 
講堂での授業 

(ソーシャルディスタンス) 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練生の実習風景 

 

 

 

子ヤギの誕生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          令和３年度 専門学校山梨県立農業大学校 学生募集 
 
募集人員（１）養成科 学科：果樹学科 ２０名 園芸学科（野菜・花き専攻）１０名 

 
（２）専攻科  学科：落葉果樹学科 若干名 

 
願書受付及び試験日程 
（１） 養成科 

 
区  分 願 書 受 付 期 間 試験期日 試 験 内 容 

推薦入学 令和2年9月10日～9月23日(終了) 令和2年10月 7日 小論文、面接 

一般入学 
 
 

前期 令和2年11月 5日～11月18日
後期 令和3年１月14日～１月27日 

 

令和2年12月 3日 
令和3年 2月 9日 

 

小論文、面接、科目試験（①国
語総合／古文、漢文は除く②数
学Ⅰ の２科目） 

（２） 専攻科 
 

区  分 願 書 受 付 期 間 試験期日 試 験 内 容 

推薦入学 令和元年9月10日～9月23日(終了) 令和2年10月 7日 小論文、面接 

一般入学 
 

前期 令和 2年11月 5日～11月18日 
後期 令和 2年１月14日～１月27日 

 

令和2年12月 3日 
令和3年 2月 9日 

小論文、面接、科目試験（農業
基礎 ※農学系以外の大学・短
大卒業者のみ） 

 

令
和
２
年
度 

職
業
訓
練
農
業
科
入
校
の
状
況 

  

職
業
訓
練
農
業
科
の
研
修
は
、
県
立
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー
の
求
職
者
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
で
、
農
業
大
学
校
が
受
託
し
実
施

し
て
い
ま
す
。
研
修
期
間
は
九
ヶ
月
で
果

樹
、
野
菜
、
有
機
農
業
コ
ー
ス
が
あ
り
、
今

年
度
は
五
十
三
名
が
入
校
し
ま
し
た
。 

講
義
や
ほ
場
実
習
、
先
進
農
家
で
の
実
習

な
ど
、
農
業
部
門
へ
の
就
業
に
向
け
た
実
践

的
な
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

令
和
２
年
度
入
学
生
の
状
況 

  

養
成
科
の
入
学
生
は
三
十
名
で
、
出
身
高

校
別
で
は
農
業
系
高
校
の
出
身
者
が
十
七

名
を
占
め
ま
し
た
。
女
子
学
生
は
九
名
で
し

た
。 

 

専
攻
科
は
四
名
が
入
学
し
ま
し
た
が
、
二

名
が
養
成
科
の
卒
業
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

近
年
、
非
農
家
出
身
者
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
入
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
本
校
に

お
い
て
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
、
Ｊ
Ａ
や
農
業
法
人
や
関
連
企
業
に
就
職

し
、
山
梨
の
農
業
・
農
村
の
発
展
の
た
め
に

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
禍
で
の
授
業
状
況 

 
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
の

影
響
で
入
学
式
は
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
五
月
十

一
日
ま
で
休
講
措
置
に
よ
り
学
生
は
登
校
出
来
な

い
状
況
で
し
た
。 

ま
た
、
学
校
再
開
以
降
の
授
業
に
つ
い
て
は
、

実
習
の
み
再
開
し
、
座
学
は
、
五
月
下
旬
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
と
対
面
で
の
授
業
を
並
行
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
座
学
は
、
通
常
よ
り
も
広
い
部
屋
を
利

用
し
、
学
生
間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
し
た
上
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
校
外
研
修
に

つ
い
て
は
、
派
遣
先
（
農
家
、
法
人
、
企
業
等
）

の
ご
理
解
の
も
と
、
実
施
で
き
ま
し
た
が
、
販
売

実
習
は
な
か
な
か
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
よ

う
や
く
十
月
下
旬
よ
り
、
校
内
で
小
規
模
に
実
施

す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
収
穫
祭
は
父
兄
に
向
け
た
学
校
参
観
日
と
し
て

販
売
実
習
を
行
う
予
定
と
い
た
し
ま
し
た
。
球
技

大
会
、
先
進
地
派
遣
研
修
（
養
成
科
２
年
、
修
学

旅
行
）
な
ど
は
中
止
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と

は
違
う
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
学
生
に
対
す
る

心
の
ケ
ア
な
ど
に
も
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と

職
員
一
同
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


